
第２学年２組 国語科学習指導案

平成２６年１２月３日（水）第３校時

指導者 深谷市立豊里中学校

教 諭 神田 さおり

１ 単元名・教材名 古典を楽しむ「平家物語」

２ 生徒の実態と本単元の意図

（１） 本単元に至るまでの指導の系統

育成すべき国語の能力

【指導事項

（読むこと）】

学習内容 単元・教材名
学習活動と関連する他領

域等の指導

・作品に表れたものの

見方や考え方に触

れ、登場人物の思い

を想像すること。

・当時のものの見方や

考え方

・登場人物の言動に込

められた思い

「タオル」(６月)

「夏の葬列」(９月)

【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】

○「竹取物語」

○「近代の短歌」

（２） 生徒の実態と本単元の意図

本校の生徒は、穏やかで明るく、学習意欲の高い生徒が多い。しかし、学習を苦手とする生徒との二

極化が激しく、「やってもわからないからやりたくない」と考えている生徒もいる。そのような生徒たち

も、グループ活動などを取り入れると、自分なりに参加しようとする態度が見られることもあり、でき

た問題や事前に「いい意見だね」と声をかけたものについては、発表する意欲を見せる。

古典の学習については、多くの生徒が楽しんで学習しており、意欲は高い。特に暗唱などは、達成感

を感じることも多い様子で、１年次では竹取物語の冒頭部分の暗唱だけでなく、昇天の場面や百人一首

の和歌の暗唱など、発展的な課題についても意欲的に取り組んでいた。しかし内容を読み深めていく活

動になると、先ほど述べた通り、あきらめが先に立ち、活動がうまく進まなくなってしまう生徒も多い。

そのため、これまでの学習では作業に取り組ませながら、その作業を進めることで読みが深まっていく

ような学習を行うように心掛けてきた。

本単元で扱う「平家物語」は琵琶法師によって語り物として人々に享受されていた。この場合の「語

り」は、ただ話して聞かせることではなく、琵琶の伴奏に乗せ、旋律をつけて歌うように「語る」とい

うことである。そのため、対比や繰り返し、七五調に近い韻律、「よつぴいてひやうど放つ」「むずと組

んでどうど落つ」などの印象的な擬声語・擬態語などが多用され、通常の散文とは異なるリズム感を持

っている。現代の私たちが朗読する際にも、そのリズムは十分に感じ取ることが期待される教材である。

そこで本単元では、「平家物語」という歴史物語を、言葉のリズムを楽しみながら、朗読することで内

容の理解が深まるように学習させていきたい。そして読みを深め、登場人物の心情を「心の言葉」とし

て表現しながら朗読するという言語活動を通して、古典を学ばせていきたい。朗読の中で感じ取った登

場人物の思いを、言動や情景の描写から読み取り、自分の言葉で想像して書くことで、当時の人々の思

いを感じ、古典の世界を深く楽しむことができると考える。

３ 単元の目標

（１） 古典の世界を楽しみ、「平家物語」に登場する人々の思いを感じようとしている。



（関心・意欲・態度）

（２） 「平家物語」に表れているものの見方や考え方について読み取り、自分の考えを深めることが

できる。 （読むこと）

（３） 「平家物語」に表れたものの見方や考え方に触れ、登場人物の思いを想像しながら読むことが

できる。 （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

４ 単元の評価規準や学習活動に即した評価規準

ア 国語への関心・意欲・態度 エ 読むこと オ 言語についての知識・理解・技能

単
元
の
評
価
規
準

・古典の世界を楽しみ、「平家物

語」にこめられた思いを感じ

ようとしている。

・「平家物語」に表れているも

のの見方や考え方について

読み取り、自分の考えを深

めている。

・「平家物語」に表れたものの見

方や考え方に触れ、登場人物

の思いを想像しながら読んで

いる。

学

習

活

動

に

即

し

た

評

価

規

準

① 仮名遣いの違いや言葉の響

きの面白さを感じて朗読

し、登場人物の思いを感じ

ようとしている。

② 他の場面の文章を読み、積

極的に朗読をしようとして

いる。

① 冒頭の部分を読み、「平家

物語」に表れている「無

常観」について理解して

いる(理解を深めている)。

② 合戦の様子から、(時代背

景をふまえて ) 当時の

人々のものの見方や考え

方を読み取っている。

③ 登場人物の思いを読み取

り、 (自分の体験と比較

し、)自分の考えを深めて

いる。

① 冒頭の部分を読み、当時の

人々の「無常」について、(具

体的に)想像している。

② 合戦の場面を読み、（表現に

即して）登場人物の思いを

想像しながら読んでいる。

５ 指導と評価の計画（全 ７ 時間）

主な学習活動 学習内容 評価規準・評価方法

１ ○「平家物語」について知る。

○冒頭の範読を聞き、内容を理

解する。

○歴史的仮名遣いを復習しな

がら、冒頭を音読する。

○「平家物語」について、感じ

たことをまとめ、発表する。

・「平家物語」の時代背景

・歴史的仮名遣い

・「平家物語」のあらすじ

・「平家物語」の感想

アの① ウ① オの①

・机間指導による観察

・発言の様子や態度の観察



２ ○「敦盛の最期」の範読を聞き、

内容を理解する。

○「敦盛の最期」を音読し、古

典のリズムや物語の面白さ

を味わう。

・一斉音読

・役割を決めて朗読

○登場人物が、それぞれ胸に秘

めている思いについて考え、

プリントに書き込む。

・「敦盛の最期」のあらすじ

・古典のリズム

・「平家物語」の響き

・会話や情景描写から読み取れ

る登場人物の思い

直実

敦盛を尊敬しつつも、不憫に

思い、助けたいと願う

敦盛

死を覚悟し、最期まで潔くあ

ろうとする

ア① ウの②

・机間指導による観察

・プリントによる考察

３

４

○「敦盛の最期」の朗読練習を

する。

○グループごとに、登場人物が

胸に秘めている思いについ

て話し合い、登場人物の「心

の言葉」を台詞化して、朗読

の解説文を作る。

○読み取った思いをもとに工

夫した朗読を練習し、発表す

る。

○「平家物語」の他の場面の資

料を読み、グループで話し合

って、朗読する場面を決め

る。

・古典のリズム

・言動や情景描写から読み取れ

る登場人物の思い

・想像される登場人物の心の言

葉

・解説文の作り方

・朗読の仕方

・それぞれの場面のあらすじ

「宇治川の先陣争い」

「実盛の最期」

「扇の的」

アの② ウの② オの②

・机間指導による観察

・プリントによる考察

・発表の様子や態度の観察

５ ○グループごとに、選んだ場面

を音読し、内容を理解する。

○登場人物の思いを読み取り、

「心の言葉」を台詞化して、

朗読の解説文を作る。

○読み取った思いをもとに朗

読を工夫し、練習を行う。

・選んだ場面のあらすじ

・その場面に至る経緯

・歴史的背景

・登場人物の思い、心の言葉

・朗読の仕方

・朗読の工夫

アの①② ウ② オの②

・机間指導による観察

・プリントによる考察

・話し合いの様子の観察

・練習の様子の観察

６ ○朗読の練習を行い、発表の準

備をする。

・朗読の練習

・朗読の工夫

アの①② ウの② オの②

・話し合いの様子の観察

・取組の様子や態度の観察

例 敦盛殿、なんとも潔いお方である。しかし我が子のよう

な歳で討たれてしまえば、殿のお父上もたいそうお嘆きに

なるはず。私だって、そんなことはしたくない。なんとか

お助けしたいものだ……。



７ ○「『平家物語』朗読発表会」

を行う。

○「平家物語」について、感じ

たことをまとめる。

・朗読の批評

・「平家物語」登場人物の思い

・当時の人々と自分との共通

点、相違点

アの① ウの③ オの②

・机間指導による観察

・ノートによる考察

６ 本時の学習指導(本時 ５／７時 )

(１)目標

・古典の世界を楽しみ、「平家物語」の中の、自分たちが選んだ場面について、登場人物の思いを感じ

ようとしている。 (関心・意欲・態度)

・「平家物語」に表れている考え方を読み取り、登場人物の気持ちを「心の言葉」や朗読の工夫で表

すことができる。 (読むこと)

・当時の考え方や、登場人物のおかれた状況をふまえ、気持ちを想像することができる。

(伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

(２)展開

学習活動 学習内容 指導と評価の創意工夫

１ 暗唱を行う。

２ 学習課題を確認する。

３ グループごとに、選んだ

場面について音読練習を

する。

４ 登場人物の言動や情景

描写に着目し、登場人物の

気持ちを想像して、プリン

トに書き込む。

○古典のリズム

○音読

○あらすじ

○登場人物の確認

○情景描写から読み取れる、登場人

物の状況

○言動から読み取れる登場人物の

心情

・評価カードを活用し、積極的に暗

唱に取り組ませる。

〈学習活動に即した評価規準〉

アの② ウの② オの②

〈評価方法〉

・机間指導による観察

・プリントの考察

〈手立て〉

規準に達しない生徒

・「えびらをたたいてどよめきけ

り」のように、心情が読み取れ

る表現に着目させる。

・気持ちを表す言葉を挙げ、あて

はまるものを考えさせる。

規準に達している生徒

・時代背景や登場人物が置かれて

いる状況を踏まえて、心情を考

えさせる。

登場人物の思いを込めて、「平家物語」の朗読を発表しよう。

〈扇の的〉

「をりふし北風激しくて、磯打つ波も高かりけり。」

→「ああ、なんということだ。こんなに波が激しいなんて」

「『この矢はづさせたまふな』」→「この矢を扇に当ててくれ。」

「平氏のかたには音もせず」

→「なぜ射たのだ。もう戦は終わったというのに…」

「えびらをたたいてどよめきけり」

→「おお、さすがは与一。射られないものなどないのだ。」

評価場面１



５ グループごとに、登場人

物の心の言葉を想像し、プ

リントに書き込んで、朗読

の解説文を作る。

６ 朗読の工夫を考え、練習

を行う。

○時代背景から想像される、登場人

物の心情

○言動から読み取れる登場人物の

心情・心の言葉

○状況や時代背景から想像される

思い

○朗読の仕方

・役割分担

・声の調子、間の取り方の工夫

○古典のリズム

○登場人物の思い

・情景描写、言動、時代背景、状況

など、事前に示してあるポイント

に沿って考えさせる。

・時代背景や、それぞれの場面に至

るまでの経緯は、事前に掲示物な

どで示したり、写真やイラスト、

図などでわかりやすく示したりし

て、理解を深めさせる。

・４の活動で考えた心情に合わせて、

どんな言葉にすれば効果的に気持

ちが伝わるかを考えさせる。

・本文の前後の状況や、登場人物の

特徴がわかるような説明を入れ、

朗読を発表する際の助けとなるよ

うに考えさせる。

・台本を色分けするなど、工夫して

読ませる。

・群読の学習を想起させ、複数で読

む部分を作らせるなど、朗読の工

夫についても考えさせる。

〈学習活動に即した評価規準〉

アの① ウの② オの②

〈評価方法〉

・机間指導による観察 2

・プリントの考察

〈手立て〉

規準に達しない生徒

・合戦の場面の状況に着目させ、

心の言葉を想像させる。

・会話のように、語りかける口

調で書かせる。

規準に達している生徒

・源氏と平家の立場の違いにも

着目し、心の言葉を想像させ

る。

〈扇の的〉

「八島の戦いで、平家からの挑発にのった源義経から、扇

を射ることを命じられた弓の名手那須与一。決死の覚悟で、

扇をねらう。

『ああ、なんということだ。こんなに波が激しいなんて。

しかし私は、あの扇を射なければならない。ああ、誰でも

いい。この矢を扇に当てさせてくれ。でないと私は…』」

「『なぜ射たのだ。もう戦は終わったというのに…』

『おお、さすがは与一。この者がいれば、射られないもの

などないな。』見事に扇を射貫いた、那須与一。源氏も平家

も、その腕前に感嘆した。しかしその後に、ある出来事が

評価場面２



７ 途中経過を発表する。

８ 本時のまとめを行う。

○朗読の仕方

○他のグループの工夫

○描写からの心情の読み取り

○朗読の仕方の確認

○次時の流れの確認

・一部分のみの発表とし、お互い参

考にさせるが、似過ぎてしまわな

いよう気をつけさせる。

・次時は、朗読劇の録画を行うこと

を伝え、さらに工夫できるところ

はないか、考えておくようにさせ

る。

（３）板書計画
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